日本語能力試験文法総整理
他動詞
煽る【あおる】▸ けんかをあおる。fan a quarrel.▸ 愛国心をあおる。inflame 〘his〙 patriotism.▸ 反日感情をあおる。
欺く【あざむく】▸ 彼女は花をも欺く美しさだ｟花と同じように美しい｠
騙す【だます】▸ 彼をだましてこれ真実だったのを信じ込ませる。deceive [cheat] him into believing that ….彼女は彼の態度に騙された。
侮る【あなどる】軽視する。する▸ あなどりがたい｟手ごわい｠チーム。one's formidable team.▸ 彼はその仕事をあなどって失敗した。
暴く【あばく】▸ 陰謀をあばく。expose [uncover, unmask] a plot.▸ 彼の正体はついにあばかれた。墓を暴く。嘘を暴く。
操る【あやつる】▸ 人形を操る。▸ 馬を操る。▸ 船をうまく操ってドックに入れる。▸ 英語を自由に操る。
謝る【あやまる】▸ 彼は私に迷惑をかけたことを謝った。
誤る【あやまる】自動詞も。本能に従うと道を誤ることが多い。Instinct is often a poor guide. 彼らは彼の要求が誤っているといった。They said that his claim was false. 
偽る【いつわる】▸ 事実を偽って伝える。give a false report of the fact / falsify the fact.▸ 彼は病気だと偽った。
営む【いとなむ】▸ 多忙な生活を営む。lead [live] a busy life.▸ 事業を営む。
▸ 理髪店 (りはつてん)を営む。 神事仏事を行う。「法要を―む」。
挑む【いどむ】自動詞も。▸ 決闘を挑む。▸ 世界新記録に挑む。▸ 彼にけんかを挑む。▸ その問題に挑む。▸ 彼にテニスの試合を挑んだ。
促す【うながす】▸ 両者の自制を促す。▸ 彼に返事を促す。▸ そのことに彼の注意を促す｟喚起する｠。▸ その経験が彼の英語への興味を促した。
潤す【うるおす】▸ お茶でのどを潤す。 ゆたかにする。「輸出が国の経済を―す」③ 恩恵 (おんけい)を。めぐみを与える。「民を―す」
⇨　自動詞、潤う【うるおう】▸ 町は新しい工場によって潤うだろう。
怠る【おこたる】自動詞も。▸ 職務を怠る。▸ 注意を怠る。▸ 監視を怠っている。▸ 手紙の返事を怠る。
庇う【かばう】▸ 弱い者をかばってやりなさい。▸ 彼は彼女をかばって｟のために｠うそをついている。▸ 母はいつも私をかばってくれる。
覆す【くつがえす】▸ 定説を覆す.
拒む【こばむ】要求を拒む。
遮る【さえぎる】話を遮る。
凌ぐ【しのぐ】飢えを凌ぐ。
忍ぶ【しのぶ】自動詞も。世を忍ぶ。
迫る【せまる】自動詞も。締め切りが迫る。逃げた女房に復縁を迫る。
企む【たくらむ】陰謀を企む。
償う【つぐなう】刑に服して罪を償う。
繕う【つくろう】身なりを繕う。靴下を繕う。
培う【つちかう】体力を培う。
慎む【つつしむ】言葉を慎む。
募る【つのる】自動詞も。不安が募る。希望者を募る。
貫く【つらぬく】意志を貫く。
尊ぶ・貴ぶ【とうとぶ】神仏を貴ぶ。
研ぐ【とぐ】包丁を研ぐ。
弔う【とむらう】遺族を弔う。死者の霊を弔う。
担う【にらう】重要な役割を担う。
妬む【ねたむ】仲間の出世を妬む。
弾む【はずむ】自動詞も。祝儀 (しゅうぎ)を弾む。チップを弾む。沢山の金を出す。息が弾む。このバールがよく弾む。
阻む【はばむ】川に進路を阻まれる。悪天気に阻まれる。乱開発を阻む。
浸す・漬す【ひたす】　豆を水に一晩を浸す。
葬る【ほうむる】　亡骸を墓に葬る。
施す【ほどこす】　恩恵 (おんけい)を施す。
賄う【まかなう】彼の収入は家計を賄うに十分だ。。
乱す【みだす】髪を乱す。風紀を乱す。
導く【みちびく】彼らを広間に導く。
催す【もよおす】　自動詞も。興が催す。吐気を催すような話。
装う【よそおう】を身に装う。
蘇る・甦る【よみがえる】自動詞も。春の雨が花に生気をよみがえらせた。記憶が甦る。
労わる・労る・慰る【いたわる】患者を労る。病気の身を労わる。
戒める【いましめる】浪費を戒める。を戒める。
掲げる【かかげる】簾 (すだれ)を掲げる。
傾ける【かしげる・かたむける】小首を傾げる。
奏でる【かなでる】琴 (こと)を奏でる。
企てる【くわだてる】世界一周を企てる。
虐げる【しいたげる】領民を虐げる。動物を虐げる。

自動詞
陥る【おちいる】▸ パニックに陥る。▸ 危篤に陥る。▸ その会社は倒産に陥った。(破産した)　▸ アフリカには貧困の悪循環に陥っている国が数多くある。
絡む【からむ】▸ 彼は酔うといつも人にからむ。 he picks a quarrel　[gives someone a hard time].▸ この件には金がからんでいる。▸ たんがのどにからんだ。
覆る【くつがえる】「覆す」に対する自動詞。
動詞の連用形に付いて，その意味を強める。前車の覆るは後車の戒め。
眩む【くらむ】▸ 目もくらむようなダイヤのネックレス。a necklace of dazzling diamonds.▸ 目のくらむような高さ。▸ 欲に目がくらむ。
狂う【くるう】▸ 気が狂っている。▸ 狂ったような叫び声。▸ 彼女は悲しみのあまり気が狂った。▸ そんなことをするなんて気でも狂ったのか。
志す【こころざす】他動詞も。▸ 若いころ私は政治家を志した。
凝る【こる】肩が凝る。
滞る【とどこおる】彼は家賃が滞る。
懐く【なつく】この子は叔母に懐いている。
捗る【はかどる】仕事が捗っていますか。
酬う・報う【むくう】彼女の努力は酬った。
歪む【ゆがむ】物が歪んで見える。
熟れる【うれる】バナナが熟れた。
衰える【おとろえる】容色が衰える。体力が衰えた。
怯える・脅える【おびえる】恐怖に怯える。
挫ける【くじける】足が挫ける。
懲りる【こりる】失敗に懲りる。Learn a lesson. これで彼も懲りるだろう。I hope this will be a good lesson to him.


副詞、

うろうろ＋する（副）　副詞、あてもなく歩くさま。うろつくさま。怪しい男がうろうろしている。
大方【おおかた】名／副詞。大方の人は賛成している。は大方できた。
急遽【きゅうきょ】非常に急いで。急遽帰国する。
所詮【しょせん】名、、▸〘仏〙 教えなどを表す言語文字。副。▸ 彼が昇進できるかはしょせん部長のだ｟考え次第だ｠
即座【そくざ】形、▸ 即座の決定をする。副、▸ 即座に返答する。
断固【だんこ】副、▸ 断固拒絶する。
突如【とつじょ】副、▸ 突如変心する。
別途【べっと】extra, 形容、▸ 別途の（別に）サービス料を申し受けます。副、▸ 別途料金を支払う。▸ 交通費は別途支給する。We'll pay you the travel expenses separately [(後で)
目下【もっか】。形容、▸ 目下の問題。the present problem.副、▸ 目下経済危機にいます。
如何にも【いかにも】非常に、just.副、▸ 彼のお世辞はいかにも見え見えだったね。His flattery was very [so] obvious, wasn't it? ▸ それはいかにも彼の言いそうなことだ。It is just like him to say so.
いそいそ（副）スル。動作にうれしさのあふれているさま。うれしくて動作がはずむさま。朝からいそいそして支度に取りかかった。
うとうと（副）スルdoze (off)。ちょっとの間浅く眠るさま。うつらうつら。でうとうとする。うとうと（と）眠る。
うんざり（副）スル。すっかり飽きていやになるさま。雨続きでうんざりだ。長電話にうんざりする。
おどおど（副）スル、〔「おづおづ」の転〕恐れや不安で落ち着かないさま。おずおず。びくびく。自信のないおどおど（と）した目つき。
自ずと【おのずと】自然に。副、▸ 真実は時がたてば自ずと明らかになる。In time the truth will speak for itself.
からりと⇨からっと▸ 最近からりと晴れた日がない。We haven't had any perfectly fine days recently. 【全体に及んで】▸ 風を通すために窓をからっと｟大きく｠開けておく。
さっぱり、（副）スル
① 清潔で整っているさま。「―（と）した身なり」「―（と）した部屋」 →こざっぱり
② （性格や味覚などが）淡泊なさま。あっさりしたさま。「―（と）した人柄」「―した食べ物」
③ 気持ちの爽快なさま。すっきり。「試験が終わって―（と）した」「ひげをそって―（と）する」
④ 何も残らないさま。すっかり。上に「きれい」を伴うことが多い。「きれい―（と）なくなる」「きれい―食べてしまう」「―忘れて了（しま）つたです」〈社会百面相魯庵〉
⑤ （下に打ち消しの語を伴って）全く。まるきり。「―進まない」「―顔を見せない」
二 
（「さっぱりだ」の形で）全くだめだ。「英会話は―です」「『景気はどうですか』『―です』」
ぐっすり（副）
① よく眠っているさま。「―（と）眠る」
② 残らずするさま。すっかり。「人も知る金持となりしを，―息子に譲り」③ 物を突きさす音を表す語。ぐっさり。
くよくよ（副）スル
心を悩ませても仕方のないことにいつまでもこだわって，あれこれ心配するさま。くやくや。「いつまでも―（と）心配する」「―するな」▸ 何をくよくよしているのだ。What are you worried about?
ぐんと（副）
① 強く力を入れるさま。ぐっと。「―引っぱる」
② 今まで例のないくらい，大いに。非常に。「―成績が上がる」
こっそり（副）
人に知られないように，ひそかに物事をするさま。そっと。「―（と）抜け出してきた」
ことごとく3【悉く・尽く】（副）
〔「事事」に接尾語「く」の付いた語。漢文訓読に用いられた語〕
それに関するものすべてに及ぶさま。残らず。多く好ましくないものについて用いる。「財産を―失う」 →ことごと
〈句項目〉
尽く書を信ずれば則ち書無きに如かず (ことごとくしょをしんずればすなわちしょなきにしかず)。
さんざん【散々】▸ 途中にわか雨にあってさんざんな｟ひどい｠目にあう
have a hard time (of it) in a shower on the way.▸ さんざん｟ありとあらゆる｠不平を並べる。make all sorts of complaints.▸ さんざん頭をひねる
rack one's brain(s).
じっくり3（副）落ち着いて，ゆっくり物事をするさま。十分。「―（と）考える」「―（と）腰を据える」しょっちゅう1
しょっちゅう（副）〔「初中後」の転か〕ある物事が絶えず繰り返されるさま。いつも。常に。始終。「―けんかをしている」
すんなり3（副）スル
① 細くてかっこうよく伸びているさま。「―（と）した手足」
② 支障なく事が運ぶさま。「役員は―（と）決まった」「要請に―（と）応じる」▸ 彼女はすんなりした体つきをしている。She has a slender [a slim, a trim] figure. 
そわそわ／そはそは1（副）スル
態度や心が落ち着かないさま。「―（と）落ち着かない」「なぜか―している」
だらだら1（副）スル
① 血や汗などが流れ出るさま。「―（と）血が出る」
② 粘りけのあるものが流れ出るさま。「―（と）はちみつがびんから流れ出た」
③ ゆるやかな傾斜のつづくさま。「―（と）した坂」
④ きまりなく長々と続くさま。また，物事をのろのろとするさま。「工期が―（と）のびる」「―した態度」
ちやほやする動詞、【あれこれ機嫌をとる】make* a fuss over [｟英｠ of] …; 【おだてる】flatter.▸ 子供をいつもちやほやしすぎると後で困るよ。
If you make such a fuss over [of] your child all the time, you'll be in trouble in the future.
ちらりと（⇨ちらっと）▸ ちらっと見る。glance｟at｠, take a glance｟at｠.▸ ちらっと見ただけで。at a glance.
つくづく〖まったく〗quite, completely, utterly; 〖心から〗heartily; 〖念入りに〗closely; 〖熱心に〗intently; 〖痛切に〗keenly.▸ その絵をつくづくと眺める。look at the picture closely [intently].▸ 試験勉強がつくづく｟心底から｠いやになる。get heartily sick てっきり
〖確かに〗surely, certainly; 〖疑いなく〗without doubt, undoubtedly.
 てっきり｟きっと｠彼は成功すると思っていた。I thought he would surely succeed.I was sure (that) he would succeed.▸ てっきり彼女は有罪だと思った｟確信していた｠。I was convinced (that) she was guilty.
とかく、1 【ややもすれば】【…する傾向がある】be apt to 〘do〙; be liable to 〘do〙; tend to 〘do〙; 【…するものである】will* 〘do〙.
▸ 我々はみなとかく過ちをおかしがちである。We are all apt [liable] to make mistakes.▸ 過度の飲酒はとかく肝臓障害を引きおこす。2 【あれこれ】
▸ 彼にはとかくのうわさがある。There are various rumors about him.
どしどし1 【遠慮せずに】
without reserve [reservation], unreservedly; 【ためらいなしに】without hesitation; 【自由に】freely. （⇨どんどん）
▸ どしどし｟次から次へと｠逮捕する。2 【足音】【荒々しい音を立てて歩く】tramp; 【立腹して】stomp; 【地響きを立てて歩く】lumber.
▸ 彼女はどしどし2階へ上がっていって子供たちを大声でどなりつけた。
とっさに0【咄嗟に】（副）瞬時に反応するさま。すぐさま。「―身をかわした」どっちみち〖とにかく〗【どんな場合でも】 ｟話｠ anyway, ｟話｠ anyhow; 【2者のうちどちらの場合でも】in either case, ｟話｠ either way; 〖結局〗after all.▸ 君はどっちみち間に合わないよ。You will not be in time (for it) anyway [anyhow]. 
 どっちみち｟早かれ (はやかれ)｠何もかも元どおりに収まるでしょう。Sooner or later everything will come right again.
とりわけ〖特に〗especially; 〖格別に〗particularly, in particular; 〖何にもまして〗【何より大事なのは】above all; 【何よりもいちばん】most of all; 〖いろいろあるがその中でも特に〗among other things. （⇨特に, ⇨殊に）▸ 私はハイキングに行くのが好きだ. とりわけ秋がよい。
どんより3（副）スル① 空がくもって重苦しいさま。「―（と）くもった空」「―（と）した空」② 目がにごっているさま。「―（と）にごった目」「―（と）した目」③ 空気水などがにごって新鮮でないさま。「部屋の空気が―（と）淀んで（よどんで）いる」「―（と）動かない運河の水」
どんよりした形容詞【をした】leaden /léd(ə)n/ ; 【暗い】dark; 【灰色の】gray; 【陰うつな】gloomy, dull; 【一面曇った】overcast (!通例 dull, gray などの意が含まれる) .▸ どんよりした｟輝きのない｠目。
にわか1【俄か】形容詞【突然の】sudden; 【唐突な】abrupt; 【予期しない】unexpected.▸ にわか作りの舞台。
俄かに副詞suddenly; unexpectedly. （⇨突然 [使い分け]）▸ にわかに天気が変わった。
のきなみ【軒並み】〖家の並び〗a row of houses.▸ 列車は暴風雨のため軒並み｟すべて｠遅れた。All the trains were delayed because of the storm.軒並みに国旗を掲げる。副詞的に用いる。「バスも電車も―値上がりした」
のろのろ【ゆっくりと】slowly; 【非常にゆっくりと】at a snail's pace; 【だらだらと】sluggishly.▸ のろのろ歩く。walk slowly【しぶしぶ】walk reluctantly【疲れ果てて】trudge, plod.（⇨とぼとぼ）▸ とぼとぼ歩く
【のろのろと】plod【つらそうに】trudge.
ひしひし▸ 貧乏 (びんぼう)の辛（つら）さをひしひしと感じた。
I felt keenly [acutely] the rigors of poverty.▸ 先生の助言の重みがその後の人生で彼にはひしひしと感じられた。
ふんだんに副詞、▸ ふんだんに｟惜しげもなく｠金を遣う。spend (one's) money freely｟やや書｠lavish (one's) money｟on｠.▸ ダイヤモンドをふんだんにあしらった王冠。a crown set with plenty of diamonds.▸ ふんだんに｟たっぷり｠時間がある。ふんだんな形容詞▸ ふんだんな食料の供給。
ぺこぺこ一 1（副）スル。① 薄い金属板などがへこむ音やそのさまを表す語。「このブリキ缶は―する」「―（と）へこむ」② 頭を下げて，人にへつらうさま。へこへこ。「上役に―する」「―（と）頭を下げる」二 0（形動）非常に空腹なさま。「おなかが―だ」
まっぴら【真っ平】▸ そこへ行くのはまっぴらだ
I will never go there.【どんな手段を使っても行かない】｟主に書｠I will not go there by any (manner of) means.▸ 戦争はもうまっぴらだ｟もうたくさんだWe've had enough of wars.No more wars!
▸ 彼らに金を貸すだと？ まっぴらだ。Lend them money? Never!
めきめき1 【上達などが著しいさま】
【著しく】remarkably; 【際立って】markedly; 【速く】rapidly.
▸ その若いピアニストは外国でめきめき腕を上げた。The young pianist grew remarkably skilled [made remarkable progress] abroad.2 【物が音を立てて壊れるさま】▸ 大工が木の板をめきめきはいでいった。
The carpenter tore [pulled] off the wooden boards with a loud noise. もたもた1（副）スル人の動作や物事の進行が，鈍い（のろい）のろくてきびきびしないさま。「―走る」. ▸ もたもたするな。Be quick (about it).
もろに〖完全に〗completely; 〖まともに〗right; 【じかに】directly; 【真っすぐに】straight.▸ もろに負ける。be completely defeated.▸ もろにドアにぶつかる。bump right into the door.▸ 我々は予算の削減の影響をもろに受けた。We were directly affected by the budget cuts. もろに1【諸に】
（副）多く好ましくない状況を真正面から受けるさま。直接に。「まともに」の意の俗語。「北風を―受ける」「被害を―かぶる」
やたら(に)【矢鱈(に)】副詞〖過度に〗too much, excessively; 〖無差別に〗indiscriminately; 〖手当たり次第に〗at random; 〖惜しげなく〗freely; 〖ひどく〗terribly; 〖向こう見ずに〗recklessly.▸ やたらに本を読む。read books at random.▸ 金をやたらに遣う。矢鱈と騒ぐ。
止むを得ず。しかたなく。やむなく。「だれも引き受けず、止むを得ず私が引き受けた」
やんわり、【やさしく】gently; 【穏やかに】mildly.やんわりと断る。▸ 泣いている子にやんわり話しかける。speak gently to the crying child.▸ 「そのとおりです」と彼女はやんわり答えた。“That's right,” she answered mildly.
ろくに〖よく〗well*; 〖ちゃんと〗properly; 〖十分に〗enough.
▸ ろくに眠れない。do not sleep well / get little sleep.▸ ろくに見もしないで。without looking at it well [properly].▸ 君とろくに話をする暇もない。



≫Nあっての　XあってのY、XがあるからYも成り立つ。学生あっての大学だ。学生が来なければ、いくらカリキュラムが素晴らしくても意味がない。
≫N＋　いかん。これが成功するかどうかはみんなの努力いかんだ。
≫N＋　いかんで。参加するかどうかはその日の体調いかんで決めさせていただきます。チョコレートの食べ方いかんで、体にいい影響も悪い影響も与えられる。
≫V—ようがV—るまいが。大雨が降ろうが、降るまいが旅行には行くつもりた。
≫V—ようと。ケーキが値上げりしようと、食べたい時に食べるよ。Even the procie og cake is up, I will eat whenever I like it.
≫V-ようにも…ない。昼ごはんを買おうにもお金がない。お酒を飲もうにもお金がない。
≫A＋い／Na ＋限りだ。最高です。久しぶりに家族に会えて嬉しい限りだった。
≫V—たが最後。このキーを押した最後、すべての資料が消えてしまう。
If –is done, then it can not be helped.
≫N＋かたがた、順便…お礼かたがたご挨拶申し上げます。散歩かたがた友達を訪れる (おとずれる)。
≫N＋の／V—る＋かたわら。学校に通うかたわら、アルバイトをする。勤めのかたわら、ボランティアの活動に参加している。
≫（R—／N＋）がちだ。彼は資料提出するのを忘れがちだ。　新人はミスしがちだ。「よかったらうちまで車で送ってもらえないでしょうか」と、彼女は遠慮がちに尋ねた (たずねた)。
≫（R—／N）＋がてら。散歩がてら、ケーキ屋さんに行った。京都に御出で（おいで）の節は、お遊びがてら是非私どもの所へもお立ち寄り下さい。
≫（V—るが早いか）板井先生はチャイムがなるが早いか、教室に入ってきます。
≫（NからあるN）。３０畳 (じょう)からある家で一人暮らしするとは、贅沢 (ぜいたく)なことだ。２万円からする洋服。
≫（R—／V—ない／Nの）＋きらいがある）。この政策は人種差別のきらいがある。
≫Na/N+極まる (きわまる)／極まりない＝非常に。失礼極まる。失礼極まりない。
≫V普通形／Nの／Nが　＋　ごとき／ごとく。ようだ。彼のいうごとく、本当に雨が降り出した。
≫V＋普通／A-い/Na/Nの　＋こととて　—これは原因で。口語はことだから。認知症のこととて、迷惑をかけても仕方ない。
≫V＋る＋ことなしに　without …　報告なしに実行するなんて、社長を怒らせるつもりのか。
≫せっかく入社したのに、真面目に仕事をしないからクビになったしまうしまっだ。

≫N／Na 　＋ずくめ　何から何まで，そればかりであることを表す。彼は全身黒くずめ、ちょっと怖かった。
≫V—ない　＋ずにはいられない。亡くなった両親のことを思い出すたびに、涙を流さずにはいられない。意志の力ではおさえられずに自然にこうしてしまうという意味を表す。
≫V—ない　＋ずにはおかない。捨て猫を見かけると、拾わずにはおかない。Can not help but take it home.
≫V—ない　＋　ずには（ないでは）＋すまない。しないわけにはいかない。あいつはこの頃怠けてばかりだ。一言言わずにはすまない。しないではすまさない。過ちを犯したら謝罪しないではすまない。
≫N（で）＋すら。そんなことは子供ですら知っている。神様すらできないことがある。
≫V＋そばから、…するとすぐに。酒を干すそばから、またなみなみと注がれた。
≫ただ　＋　V—普通／Na/N ＋　のみ／のみならず。ただ遅刻したのみならず、宿題を持ってくるのも忘れた。
≫V—た　＋とごろで。謝ったところで、何も変わらないと思うよ。
≫V—た＋とごろ。出かけたところ、電話が鳴っている。
≫V＋る／R—／N　＋だに。ロボットが人間の代わりに働けるんて、想像するだに恐ろしい。
≫N＋　たりともない。人を好きに鳴った経験は一度たりともない。
≫Nならでは、N以外にはできない。この料理は日本ならではの珍味です。
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